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通信回線とISP

通信回線全体動向

インターネット利用企業の通信回線はADSLが専用線を抜いて主流に
資料3-1-1　インターネット接続に使っている全ての通信回線　N=1,798

主な通信回線ではメトロイーサネットが5.2％で4位
資料3-1-2　インターネット接続に使っている主な通信回線　N=1,798

ADSL 

専用線 

光ファイバー（FTTH） 

広域（メトロ）イーサネットサービス 

フレッツISDN等のISDNによるダイアルアップ 

CATV 

SDSL 

モデムによるダイアルアップ 

リーチDSL 

P-in（P-in Comp@ct）、AirH"等の通信カード 

無線インターネットアクセス（FWA）構内LAN除く 

携帯電話本体 

PHS本体 

その他 
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0 10 20 30 40％ 

32.1％ 

29.0％ 

16.5％ 

5.2％ 

4.2％ 

4.1％ 

0.8％ 

0.7％ 

0.3％ 
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単数回答で聞いた主な通信回線でも、ADSL、専用線、FTTHの上位3種は変動なし。

4位に今年初めて選択肢に入れた「広域（メトロ）イーサネットサービス」が続いて

いる。無線は企業の通信回線としてはまだ補助的な位置付けにとどまっている。
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光ファイバー（FTTH） 

P-in（P-in Comp@ct）、AirH"等の通信カード 
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モデムによるダイアルアップ 
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長らく主役の座を占めた専用線が、ADSLに抜かれた。FTTHも伸びており、専用

線のシェアは低下している。企業向けxDSLとしてかつて人気のあったSDSLは無

線以下。リーチDSLは速度を落として長距離到達を可能にしたADSLの一種。
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100人以下の企業ではADSLとFTTH、大企業ではイーサや専用線
資料3-1-3　従業員規模別 主な通信回線　N=1,798
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従業員規模別に見ると、ADSLは100人未満の企業では主流であるが、100人以

上の企業では専用線が主流になる。FTTHも現状では大企業よりもむしろ中小企業

で利用されている。広域イーサネットは500人以上の企業では1割前後まで導入が

進んでいる。
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利用動向調査レポート

3割を超える企業が今後1年以内の回線変更はしない
資料3-1-4　今後1年以内に採用したい通信回線　N=1,798

専用線からFTTHへの移行で高速化を達成
資料3-1-5　インターネット接続回線における最大通信速度　N=1,798
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FTTHやメトロイーサが普及してきた現状を反映してか、「100Mbps以下」が最大

となった。逆に、専用線の領域と見られる「45Mbps以下」は極端に落ち込み、

ADSLでカバーされる12Mbps〜1.5Mbpsの範囲がまた山を描いている。

今後１年以内は特に変更、追加は考えていない 
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今後1年以内というスパンでは極端な帯域拡大はないと見てのことか、あるいは経済

状況のせいか、変更・追加の予定がない企業が3割を超えた。新採用ではFTTHが一

番人気。メトロイーサよりもADSLのほうが人気があるのは、コストが理由だろう。
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FTTHはNTT東西で7割弱、有線が企業市場でも健闘
資料3-1-6　契約しているFTTH提供会社　N=296

ADSLでもNTT東西が圧倒
資料3-1-7　契約しているADSL/xDSL提供会社　N=578
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個人向けでは急速にシェアを獲得しているYahoo! BBも、企業市場ではNTT東西

に遠く及ばない。しかし、小規模企業の支持を受けて4位以下を大きく引き離す3位

に位置し、ほぼ3強体制といえる状況ができあがりつつある。
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サービスエリアの広さやサービス体制の違いを反映してか、あるいは旧電電公社の信

頼感からか、FTTHサービスに関してはNTT東西が圧倒的なシェアを握っている。

一方、低価格に注目が集まりがちな有線が企業市場でも健闘している点は注目される。
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